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３．２暖房負荷の測定
温室の暖房負荷を確認するため，測定
を行った．測定は２００３年２月に行った．
結果をFig.８に示す.測定方法は，温室
内にヒータを設置し，温室内部気温と，
外気温度の差を設定し，温度差ごとに数
時間ずつ，暖房のために消費された電力
を測定した.ビニールー重張り温室と比
べると，天井回動板を開いた状態でも，
暖房負荷は幾分少ないことが確認された
また天井回動板を閉じて暖房負荷を測定
すると，ビニール一重張りの温室の暖房
負荷の１０％程度の暖房負荷２）であり，温
室の暖房設備の小規模かと，ランニング
コストの大幅な低減が可能であることが
確認された．
ペ光むらが少ないとした運転の方が平均
日射透過率が大で，かつ光むらが少ない
ことが分かる．温室内の平均日射透過率
が０．４程度一定の値になったことで本温
室による植物栽培において天井断熱板の
影響を極力減らすことが可能になった．
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３，３雪山からの冷水を用いた夏期の温室
冷房
従来多くの温室では外気を取り入れる
ことで温室内の昇温を防ぐにとどまって
おり，外気温度以下に温室内温度を下げ
るのは非常に困難であった．したがって
雪の冷水を用いた安価で簡便な冷房を行
い，これまで冷房を施していなかった作
物を冷房することに加え，温室内の温度
の調節幅を広げることで育成困難であっ
た品種の栽培を目指すことが本項の目的
である．実験は２００３／８／１７と２００３／９／２４
に北海道雨竜郡沼田町において行った．
Fig.9に各点の温度と外部日射･内部日
射について示す．
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日射が強い日を選んで測定を行ってい４．結言
る．９／２４の測定は，温室内の天井回動板本研究において得られた結果を以下に
の上にビニールシートを全体に一枚追加示す．
し，換気と上部の構造物の受ける熱の影１）天井断熱板を有する構造でもその運
響を排除している．下部の温度は日中で転により平均日射透過率を０．４にするこ
も温室内を外気温度よりも５℃程度低くとが可能である．
まで冷房することが可能であった．日射２）断熱天井を閉じた本温室の熱負荷係
による熱が温室の冷房負荷のほとんどを数は１７０［ｋＪ／ｈ℃］でありビニール一重張
占めていることから，外気温度の影響はり温室に比べると１０％程度の暖房負荷
あまり受けない．このため気温が高い地となった．
域でも本温室を冷房することは可能であ３）雪山から得られる冷水を利用して，
り，今回の測定結果である１５℃程度に冷日射の大きい真夏の温室を外気温度以下
房可能であることが予想される．天井断に冷房することが可能である．
熱板を閉じた夜間には外気温度の影響を
ほとんど受けずに雪山から得られる冷水参考文献
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